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中
嶋
嶺
雄
東京外国経大学教隔世

創
刊
さ
れ
た

中国
専
門
誌

最近 、
オ
ース
ト
ラ
リ
ア
で
現

代中国
問
題
専
用

の
雑
誌
「
→
Z
〉
5
q
白一一
白
コ
』
O
己「
コ
曲一

え
の
玄・

言明間
〉『
宮町的』
が
創刊さ
れ
れrz
こ
の
雑
誌
は 、

オ
ース
ト
ラ
リ
ア
悶立
大
学（
A
N
U）
現

代中国

セン
タ
ーが 、
こ
の
セン
タ
ーのヘ
ッ
ドで
あ
る
ス

テ
ィ
ー
ブン・
フ
ィ
ツ
ツ
ジェ
ラル
ド
氏
を
編
集
長

と
し
て
年
2
回
切行
す
る
もの
で
あ
る 。
送
ら
れ
て

きた
例
型写
会主ずに
し
て
み
る
と 、
なか
なか
の
出

米
ぱ
えで
あ
リ 、
い
か
に
も
現

代中由研
究が
発
展

の
途上に
あ
る
こ
の
固め
意
欲
を
十
分に
感
じ
さ
せ

る 。
私
自
身の

「朝鮮
戦
争
と
中ソ
対立」
に
つ
い

ての
論
文e
吊山
てい
るの
で ．
い
さ
さ
か
手前
ミソ

に
な
るの
か
む
し
れ
ない
が 、
国
際
的に
み
て
も 、

こ
の
よ
う

な中国問
題の
英
文
専
門誌
は
数
少
ない

だ
け
に 、

将米の
発
展が
大い
に
期待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る 。

ψ同
問
題の引火
文
＃
門誌
と
し
て
有名

な雑誌に

は 、
？ノ
ドン
大
学
現

代中出
研
窓附
か
ら
出
てい

る
→
z
nz
g白
CC白ス
qq
が
あ
る
が 、
今
回の

オ
ース
ト
ラ
リ
ア
の
雑
誌
は 、
その
体
裁
とい
い 、

内
容
とい
い 、
明
ら
か
に
右の
走行
誌
を立
設
しつ

つ 、
そ
れ
と
必
リ
合
わね
う
と
す
る
保
子
が
うか
が
え

るの
が
面
白い 。

リ
ッ
ク
マ
ン
氏へ
の
誤
解

引払
は
昨
秋
ま
で一
年
問 、
A
N
Uの
現
代
中国セ

ン
タ
ーにい
て 、
こ
の
祈
しい
雑
誌の

例刊ゆ
備
過

程
を
見て
き
た
が 、
い
ま
や
ア
ジ
ア
の
国
家
と
し
て

再
生
し
よ
う
と
し
てい
る
オ
ース
ト
ラ
リ
ア
か
ら
す

れ
ば 、
イ
ギ
リ
ス
の
中由
研
究は
もは
や
斜
陽
化
し 、

ア
メ
リ
カ
むオ
ース
ト
ラ
リ
ア
ほ

ど中国
と
近
く
は

ない
の
だか
ら（
ア
メ
リ
カ
はい
か
に
米
中
接
近
し

よ
う
と
も 、
ア
ジ
ア
の
図
で
は
ない
て
オ
ース
ト
ラ

リ
ア
こ
そ 、
単に
南半
球の
み
な
ら
ず
去d
凶
金孫

の
巾由研
究の
新
しい
ワ
ール
ド・
セン
タ
ーに
な

り
う
るの
だ 、
とい

う意気
込み
が
横
議
し
てい
た 。

た
しか
に 、
オ
ース
ト
ラ
リ
ア
の
現
代
中
国
研
究は 、

最近
と
み
に
活
発に
なり
つ
つ
あ
る
し 、
オ
ース
ト

ラ
リ
ア
国立
大
学で
は
毎週い
くつ
か
の

中間関係

の
セ
ミ
ナ
ーが
聞か
れ
てい
て 、
論
各JU
活
発に
行

わ
れ
てい
る 。

昨秋
は 、
「
中国の
人
被」
に
関
し
て 、

先の
フ
イ
ツ
ツ
ジェ
ラル
ド
氏
と
同大
学
巾由
学
科

の
ピエ
｜ル・
リッ
クマ
ン
氏
との
川
で
大
沿
争が

あっ
て 、
セ
ミ
ナ
ー
教室
はいっ
ぱい
に
なっ
た 。

フ
ィツ
ツ
ジェ
ラル
ド
氏
は 、
ホ
イッ
ト
ラム
労

働党
政
織
が
誕
生
し
た
と
き 、
封
殺の
若
さ
で
初
代

中国大
使に
抜
擢
さ
れ 、
つ
い
最近
は
ま
た
A
N
U

に
お
け
る
大
学教
師の
戦
歩、辞
し
て

策巾・貿
易のコ

ン
サル
タン
ト
に
な
る
とい
う行
動的
な
途
材
で
あ

る
が 、
ど
ち
ら
か ．
とい
う
と
税
北
京
で
あ
る 。

ピエ
l
ル・
リγ
クマ
ン
氏
は 、
実は 、
シ
モン・

レ
イ
とい
うペ
ン
ネ
ーム
で
『ニ
ュ
ーズ・
ウィ
ー

ク』
に
常
時

寄稿す
る
な
ど広
〈
世
界に
知
ら
れ
て

い
る

中間評論家で
あ
る 。
氏が
し
ば
し
ばフ
ラン

ス
の
ノ
ン・
マ
オ
イス
トの
グ
ル
ープ
と
協
同
し
て

い
る
た
め
に 、
わ
が
国
で
はフ
ラン
ス
の

中国研
究

者だ
と
間
巡っ
て
伝
え
ら
れ 、
最
近
邦
訳
さ
れた
氏

の
新
10
「
中国の
彬』
で
も
訳
者が
誤っ
て
その
よ

うに
紹
介
し
てい
る
が 、
氏
は
本来
はベ
ル
ギ
ー
人

で
あ
り 、
こ
の
と
こ
ろ
ずっ
と
オ
ース
ト
ラ
リ
ア
国

立
大
学
で
教
鞭
をとっ
てい
る
中堅
で
あ
る 。

二
人
の
フ
イ
ツ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
氏

間
違っ
て
伝
え
ら
れ
てい
る
例と
し
て 、
JVフ一

つ
記す
る
と 、
オ
ース
ト
ラ
リ
ア
に
は
光の
フ
イ
ツ

ツ
ジェ
ラル
ド
氏
と
は
述、7’uう一
人の
著
名
な
碩

学
C－
p・
フ
ィ
ツ
ツ
ジェ
ラル
ド
氏
がい
ま
も
健

在
で
あ
る 。
氏
は
ア
メ
リ
カのハ
ーバ
ー
ド
大
学の

長
老（
最
近 、
退
問帆）
ジョ
ン・
K・
フェ
アパ
ン

ク
氏
が
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
そ
う
で
あっ
た
よ
う

に 、
オ
ース
ト
ラ
リ
ア
の
現
代
巾由
学の
開
祖
で
あ

り 、
名
著
mm〈O一
三一o
E3
nzZ白（
1
9
5
2）

ほ
か
数々
の
著
作が
あ
る
が 、
現
在
は
オ
ース
ト
ラ

リ
ア
国立
大

学名将
教
校
で
あ
る 。
し
た
がっ
て 、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
中国研
究者は
ほ
と
ん
ど
C・

P－
フ
ィ
ツ
ツ
ジェ
ラル
ド
氏の
教
え
を
受
け
た
と

い
っ
て
も
よい
で
あ
ろ
う
が 、
一
般
的に
はフ
イツ

ツ
ジェ
ラル
ド
とい
う
姓が
そ
う
や
た
ら
に
は
ない

た
め
か 、
わ
が
国
で
は
二
人の
フ
イツ
ツ
ジェ
ラル

テミ向通信

ド
氏が
し
ば
し
ば
混
同
も
し
く
は
同一
鈍さ
れ
てい

る 。
そ
う
で
ない
場
合
で
も 、
ス
テ
ィ
ーブン・
フ

イツ
ツ
ジェ
ラル
ド
氏
は
こ
の
碩
学の
息
子
だ
ろ
う

と
よ
く
間
逃
わ
れ
てい
る 。
年
齢
的に
は
ちょ
う
ど

税
子の
年
齢で
も
あ
るの
で 、
そ
う
し
た
誤
解が
生

じ
や
すい
の
か
も
し
れ
ない
が 、
両
者
は
血
縁
関係

は
まっ
た
く
ない 。

しか
し 、
よく
注
意
し
て
み
る
と 、
若い
フ
ィ

ツ
ツ
ジェ
ラ
ル
ド
氏
の
ほ
う
はω門
32
2
2
R

O
R白
広
と
G
を大
文
字で
表
示
す
るの
に
対
し
て 、

老フ
イ
ツ
ツ
ジェ
ラ
ル
ド
氏
は
百円N岡市『血
圧
で
あ

る 。
な
ぜ
G
そ大
文
字で
表
示
す
るの
か 、
一
度
聞

い
て
み
47
と
思っ
てい
て
その
機
会
多』逸
し
て
し

まっ
た
け
れ
ど 、

前中闘天
伎の
この
活
動
的
な
私

の
同
僚は
オ
ース
ト
ラ
リ
ア
人
で
もタ
スマ
ニ
ア
島

の
出身
で
あ
り 、
ア
イル
ラン
ド
系
移
民の
流
れ
を

汲
む
とい
う 。
そ
うい
え
ば 、
タ
スマ
ニ
ア
の
州都

ホパ
ー
トに
はフ
イツ
ツ
ジェ
ラル
ド
とい
う大
き

な
デパ
ー
トが
あっ
た 。

き
て 、
オ
ース
ト
ラ
リ
ア
国立
大
学
は 、
そ
の王

休がい
わ
ば
大
学院
大
学で
あ
る
こ
と
を大
き
な
特

色
と
し
て
お
り 、
現
代
中
国
セ
ン
タ
l
も
同N而．

 

凹
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地
城
研
究
大円＋
院）
の一

山慨開
で
あ
る
が 、
き
わめ

て
国
際
色が
豊か
で
あ
る
と
同
時に
大
変
「
聞か
れ

た
大
学」
で
あ
る 。

最近
で
は 、
ホ
イッ
ト
ラム
前

首
相
も 、
こ
こ
の

客員教
授
と
なっ
て
話
題
を
呼
ん

だ
ばか
り
で
あ
る ．

と
こ
ろ
で 、
こ
の
大
学の
博
士
候
補の
大学
院
生

と
し
て 、
咋
実
現
代
中国
文
芸
を
専
攻
す
る
もヲ

一
人の
ジョ
ン・
フ
ィツ
ツ
ジェ
ラル
ド
君が
入っ

て
きた．
そっ
し
て 、
ま
さ
に
老・
中－
mHの
フ
ィ

ツ
ツ
ジェ
ラル
ド
三
代がい
ず
れ
もA
N
Uの
中国

研
究者
なの
だ
が 、
同
世相も血
縁
関係はい
ず
れ
と

も持っ
てい
ない ．
同
君に
は 、
小
さ
な
O掌aが
生

ま
れ
たの
で 、
や
が
て
将
米は
四
代の
フ
イツ
ツ
ジ

ェ
ラル
ド
氏が
オ
ース
ト
ラ
リ
ア
の
中国研
究
を
担

うこ
とに
な
る
可
能
性が
存
在
し
てい
る 。
A
A
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